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C．の Subchapter I）は、EPA（Environmental Protection Agency, 環境
保護庁）長官が、「大気汚染物質（air pollutant）」について、NAAQSと
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染物質（pollutant subject to regulation）」のそれぞれについて、「採用し









































































この Endangerment Finding によって EPA は、新車からの温室効果ガス
の排出を規制する義務を負うこととなった。
（）Triggering Rule
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汚染物質（pollutant subject to regulation）」に温室効果ガスも含め、any-


























































染物質（pollutant subject to regulation）」に温室効果ガスも含め、any-




































トー裁判官（Justice Samuel Alito）が賛成しており、BACT が要求され
る「規制に服する汚染物質（pollutant subject to regulation）」に関する部
分（上記．（））について、ギンズバーグ裁判官（Justice Ruth Bader
Ginsburg）、ブレイヤー裁判官（Justice Stephen Breyer）、ソトマイヨー
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まず、本件で争われた Endangerment Finding、Triggering Rule、
Tailoring Rule などの EPA の一連の温室効果ガス関連措置は、共和党の
議席数が民主党を上回っている連邦議会39において、気候変動に関する包
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